






















































9 申請手続きが 8 月 30 日警視庁告示で出された（8 月 31 日付官報）。
10 パリは、曇。
11 8 月 30 日付官報。
12 31 日付 le Petit journal
13 パリは、晴。





























20 9 月 1 日付 le Petit journal が引用するオスマンとフォルカドの報告として、
仏国全体の兵力として、遊動国民衛兵 466,000 人、追加召集 48,000 人、正規






























22 以上 2 日付官報。
23 正元の意見である。
24 出典未確認。
























































































































































45 5 月 21 日、立法院長が 4 月 20 日付上院決議を 5 月 8 日の国民投票で承認し
た旨（賛成 7,350,142 票、反対 1,538,825 票、無効 112,975 票）発表した（5 月



















































































































48 5 日付 le Gaulois は、ブリュッセル発の報道としてこの文を掲載する一方、ナ
ポレオンが書いたのは、｢軍の指揮をしておらず、また、私の権限を摂政皇后の
手に委ねたので、私の剣を普王に捧げる。｣ という文であったともしている。
49 5 日付 le Siècle は、原文どおり、1 時 22 分としているが、夕刻とあるので、
le Temps 記事に従い、6 時半とした。
50 4 日及び 5 日付 le Temps、5 日付 le Siècle
51 スエズ運河建設で著名である。
52 レセップスの母がスペイン出身、ユージェニー皇后の母の伯母であった。

























54 6 日付 le Temps がユゴーとブランのパリへの帰還を報じている。
55 パリは、朝にわか雨、後曇。
56 9 月 5 日付官報。
57 9 月 5 日付官報掲載。
58 エマニュエル・アラゴの叔父（郵便庁長官）。
59 9 月 5 日付官報。
60 9 月 5 日付官報掲載国防政府令。


























































69 7 月 15 日立法院での発言。
70 7 日付 le Petit journal は、ル・バフ元帥が敵に殺されなければ、軍法会議にか
けられるべきだとの主張を掲載している。




















































































































































































ルグ王国の 12 カ国が署名、12 月にノルウェイ、スウェーデンが署名。
87 上記条約第 7 条に赤十字の旗をと腕章をつけることが規定されている。
88 9 日付 le Temps がイタリアのローマ進軍の可能性を報じている。



























































































95 13 日付 le Temps は、l＇Électeur Libre の記事を引用し、パリ駐屯の軍・国民衛
兵あわせ ,18 万から 20 万人としている。
96 1863 年 6 月 23 日から 1869 年 7 月 17 日まで教育大臣。
























98 26 日付 le Siècle　南北戦争中の連邦軍の病院をモデルにした。
99 15 日付 le Temps 引用の 13 日付伊国官報記事によるチヴィタ・カステラナで
の出来事。
100 パリは、曇、時々小雨。
































104 17 日付 le Gaulois 掲載のアヴァス通信のフィレンツェ発報道。
105 16 日付 le Figaro は、北独同盟の在仏兵力を約 110 万人、これまでの損失 40































































109 12 日付官報。出発は 12 日夕方としている。

























































普総兵力 150 万人（内訳　死傷捕虜 35 万人、国内残留 15 万人、仏侵入 100 万人（内
訳　7 要塞包囲 40 万人、地方 10 万人、パリ包囲 50 万人））。
仏総兵100万人（内訳　死傷捕虜45万人、他国・植民地5万人、7要塞籠城25万人、
パリ内外守備 25 万人）、パリ守備国民衛兵 30 万人、パリ守備兵計 55 万人。
117 17 日付官報。なお、トゥールに派遣部を置く 12 日付国防政府命令は、13 日
付官報に掲載。
118 ｢トゥール派遣部｣ という。
119 18 日付 le Gaulois の報道等。
120 20 日付 le Gaulois は、モンパルナスからの西部線を除く全線とする。


























122 22 日付 le Gaulois
123 パリは、晴。
124 20 日付官報。
125 21 日付 le Figaro 
126 19 日付官報。 
127 パリは、晴。




























129 22 日付 le Siècle には、同日、シャン・ド・マルスで、15 歳から 18 歳までの
少年の隊の編成と隊長選考を行う旨の記事が掲載されている。



























































































































150 パリは、晴。夜明けが 4 時半、日没が午後 6 時。
151 26 日付 le Temps フィレンツエ市号で、伝書鳩も初めて積み、30km 離れたイ
ヴリン県のヴェルヌイユに到達した。
152 27 日付 Le Gaulois
153 パリは、晴。
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リに送達する気球だという。
　今日、私がパリ市西部の砲台を巡見すると、その門内の街角に石を積み、
第2の外壁を作っていた。
　9月26日付郵便に関する国防政府令154
　 　郵便局は、仏国内、アルジェリアと外国宛の通常の書状を気球で送る
ことができる。気球で送られる書状の重量が4グラム（我が国での1匁7
厘2毛である155）を超えてはいけない。この書状の郵送料を20サンチー
ムと定める。財務大臣が本命令を執行する。
　（巻の2完）156
154 27 日付官報。
155 正元の注である。
156 本稿では、著者渡正元の原文に即し、現代語訳を進めた結果、現在では、差
別表現と受け止められる可能性のある表現が残る可能性があるが、それは原著
者も訳者も意図しないことである。
